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 減損損失の発生に関するお知らせ  
 

当社は平成２０年３月期連結会計年度において、下記のとおり固定資産の減損損失を計上いたし

ますので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．複合映画館（シネコン）５件に係る固定資産 

連結子会社角川シネプレックス㈱が保有する複合映画館（シネコン）は、各シネコンを１資産グ

ループとしておりますが、「シネプレックス旭川」「シネプレックス水戸」「シネプレックス幸手」「シネ

プレックス新座」及び「シネプレックス熊本」の５物件の固定資産について、将来の回収可能性を

検討した結果、２２億円の減損処理を行います。 

 

２．連結子会社角川シネプレックス㈱取得に係るのれんの未償却残高 

平成１７年３月期と平成１８年３月期に段階的に実施した日本ヘラルド映画㈱（現在は連結子会

社角川映画㈱の１部門として事業を承継）の取得によって、同社子会社の角川シネプレックス㈱

を取得しておりますが、前項の事由が発生したため、その取得に係るのれんの未償却残高１３億

円の減損処理を行います。 

 

３．連結子会社㈱アスキーが保有する固定資産 

連結子会社㈱アスキーは、会社全体を１資産グループとしておりますが、その保有する固定資

産について、将来の回収可能性を検討した結果、１億円の減損処理を行います。 

 

４．連結子会社㈱アスキー取得に係るのれんの未償却残高 

平成１６年３月期に実施した㈱メディアリーヴス（現 連結子会社）の取得によって、同社子会社

の㈱アスキーを取得しておりますが、前項の事由が発生したため、その取得に係るのれんの未償

却残高５億円の減損処理を行います。 

 

以上により、合計４２億円の減損損失を、平成２０年３月期連結会計年度において特別損失に計

上いたします。 

 

 

※ 本件が連結業績に与える影響については、本日付で開示した「業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。 

 

 

以上 


